
子ども部会について

１ 設置経過等

条例第９条より、子どもが自らの意見を表する権利を行使することができ、かつ、

子どもの意見が適切に社会に反映される環境を整備するため、北海道子どもの未来づ

くり審議会から付託された事項に関し、子どもの視点により調査する等意見を聴取す

ることを目的として設置（平成17年７月）。

２ 概 要

・審議会は、その設置趣旨（条例第22条）に基づき、「少子化対策の推進」について、

毎年度テーマを設定し、子ども部会に調査審議を付託。

・部会委員（少子化対策の推進などに興味・関心のある中高生から知事が任命）は、

年２回（夏休みと冬休み各１日）審議を行い、その審議結果を踏まえ、審議会におい

て提言項目をとりまとめ、知事へ建議（提言）。

・令和元年度（2019年度）は、１年をかけて子ども部会のあり方を検討するため実施せ

ず、開催代替としてアンケートを実施（結果は別添のとおり）。

３ 審議事項

（１）今年度（令和２年度）における実施方法について

今年度の実施方法等について、道教育庁とも打ち合わせを行ったところ、現状学校

現場は以下のような状況であることから、高校生を対象としたコロナウイルスに係る

アンケート調査の実施により部会の代替としたい。

【学校の現状】

・一斉休校の影響から、夏休みの短縮、平日や土曜日における授業の実施・延長

などを行っていること

・三密等の防止や上記のような授業の状況などから、各種イベントは中止する

方向で調整されていること など

【今年度の実施方法】

・三密等の防止や学生への負担等から、高校生を対象としたアンケート調査を

実施する（道教育庁と連携し、ホームルーム等を活用した実施方法等検討）。

・アンケート内容は、今般高校生活に多大な影響を与えた新型コロナウイルスに

関する事項とする。…詳細は別添のとおり

・アンケートは、全道６圏域毎に１～２校の高校に協力してもらうこととし、

合計約１，０００人規模の学生から徴収する。

・アンケート集計結果は、次回審議会に報告する。

（２）来年度以降（令和３年度）における実施方法について

現状、新型コロナウイルスの収束を見通すことができない状況にあることから、

来年度以降の本部会の実施方法については、次回審議会において提案・審議すること

としたい。

資料２



１　アンケート対象
　　中学生から大学生（専門学校生を含む）
２　回答者
　　３１１名（札幌北高校３０７名、電子申請システム４名）
３　調査項目
　　①あなたの住んでいる地域には子どもを気にかけてくれる人が多いと思うか
　　②安心して子育てできる環境作りのために必要なこと
４　調査期間
　　令和元年５月２７日～令和２年３月３１日
５　集計にあたって
　　調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第２位を四捨五入し、
　　小数点第１位まで表示している。したがって、合計が100％にならない場合がある。

問１

北海道子どもの未来づくりのための意見 集計結果
　安心して子どもを生み育てることができ、子どもが健やかに成長できる社会の実現に向け、子ど
もや若者に広く意見を募集するため、アンケート調査を実施。
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問２
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新型コロナウイルスに関するアンケート調査内容（案）

学校名、学年、性別（記述式）

問１ 今回の新型コロナウイルス感染拡大防止のため、休校措置がとられましたが、

その際、日中は主に誰と一緒に過ごしましたか？（次から１つ選んで○を付けて

ください）

① 一人 ② 兄弟 ③ 親 ④ 家族 ⑤その他

問２ あなたは、新型コロナウイルスの影響による休校期間中、心配だったことや困っ

たことはありましたか？（次から３つまで選んで〇を付けてください）

① 学業が遅れてしまうこと

② 進学、就職の進路に関する相談や学校・企業説明会等が中止になったこと

③ 部活動等が休止になったことで技術等が低下してしまうこと

④ アルバイトなどの機会が減り、学費やスマホ代等の支払いに困った

⑤ 生活リズムが崩れ、昼夜逆転した生活になってしまった

⑥ 体を動かす機会が減るなど、運動不足になってしまった

⑦ 新型コロナウイルスのことを考え、度々体調が悪くなった

⑧ 友人等に会えない、外出することができないことがストレスだった

⑨ 集中できなかったり、落ち着かないこと等、不安定な状態が続いた

⑩ 特に心配なことや困ったことはなかった

問３ 休校期間中、どんなサポートがあったらよかったと思いますか？あなたの考えを

教えてください。（自由記載）

質問項目の目的

問２ ①～③ 学校生活に関する項目

④～⑥ 日常生活に関する項目

⑦～⑨ 心の問題に関する項目


